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第六十六号
第六十六号
　二〇一九年十月
「松に藤」の構図形成についての一考察
 ……………
蒲
　　
姣艶（
1）
││
「藤詠」の変化との関わりを中心に
││
『源氏物語』の男性観
 
………………
後藤
　　
京（
14）
││ 〈あやにく〉表現を端緒として││
『狭衣物語』本文の点描⑴
 
……………………
小林
　理正（
25）
││引歌表現の本文異同雑考│
中古・中世散文作品における「カクテ」 、 「サテ」の機能の差異
 ……
百瀬みのり（
37）
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　　　編集後記▽酷暑も去り、風も涼しくなるなかでの編集作業となりました。 『詞林』第六十六号をお届けいたします。本号には和漢比較、 『源氏物語』 、 『狭衣物語』 、そして国語学を扱う計四本もの論考を収録いたしました。▽なお本号掲載の蒲、後藤論考は各氏のデビュー論文となっております。ご批正・ご教示のほどよろしくお願い申しあげます。▽本研究会も無事に三百回目の例会を催行することができました。これもひとえに皆様のご尽力のおかげかと存じます。なお当日のプログラム ついては彙報に記 ております。ご確認いただけます 幸いです。
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『蜻蛉日記』上巻後半部の道綱母と時姫の短連歌　
││平安時代短連歌史と関わらせての考察││
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堤　和博
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『和漢兼作集』漢詩撰者考
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仁木
　夏実
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中古中世散文作品における感動詞「サテ」の成立　
―
―
前文脈を踏まえない「サテ」について
―
―
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百瀬みのり
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中国語を中心とした日中韓の敬意表現について　
││源氏物語桐壺巻の敬意表現を中心として
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越野　優子
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『類林』の再編について　││ 「王昭君伝承」を糸口に││
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菅原道真と遣唐使（一）　
││ 「請令諸公卿議定遣唐使進止状」
　
　
　 「奉勅為太政官報在唐僧中瓘牒」の再検討
││
 …
滝川　幸司
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『毎月集』 「のどかにて」詠の再検討
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紬
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大阪天満宮御文庫蔵木戸元斎筆 『狭衣物語』 巻四・翻刻と解題 （上）
 …
小林
　理正
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中古中世散文作品における『転換のサテ』について　││接続詞の「サテ」に向かうものとしての││
 …
百瀬みのり
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